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香芝市は奈良県の北西部、苗代から穴虫適えや関屋適えが通じ、太和と河内を

結ぶ交通の要衝、そして、『万葉集』にもうたわれた二上山の麓に位置します。

芸の二上山からはサヌカイ恥や凝灰岩、ざくろ石などが産出し、これらの石は

それぞれの時代において盛んに利用され文化の発展に寄与しました。

サヌカイ　は　方年前の旧石器時代からおもに石器の素材として、凝灰岩は古

墳時代以降に石棺や寺院や宮殿の逓増、さらには石仏や石塔などにも使われま

した。そして、ざくろ石は明治以降に研磨材などに使われ、近代産業の発達に

太きく貢献しました。

さて海　今回報告する尼寺廃寺は、平成3年度から範囲確認調査を行い東商　の

法隆寺式伽藍配置であったことが確認された遺跡です。この間、平成8年4月

には塔跡から現存する　のとしてほ田本凝太の心礎とその櫨座から琢環や水晶

玉などの舎利荘厳具がみつか軋　一躍全問的にその名が知られることになりま

した。そして鴇　平成且4年3月且9日付けで国史跡に指定されました。その後、香

芝市としては尼寺廃寺を保存するために整備計画を立て海　平成蟻年度から国と

県の補助を受けて地権者のご理解により整備事業用地の買収を始め、昨年度か

らは史跡整備検討委員会を発足して具体的な整備計画をすすめております。

今脚は整備事業をすすめるにあた、回廊北側に遺構があるかどうか確認する

ため移転された家屋の跡地を中心に調査しました。この調査を契機に尼寺廃寺

の整備事業が開滑にすすむことを願い、皆様方のご指導ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成且8年3月

香芝市教育委員会

教育長　山田　勝治



例　　　　言

且◎　本書は、平成温7年度において香芝市教育委員会が国庫ゆ県費補助事業（事業名：史跡尼寺廃

寺跡史跡等e登録記念物保存修理事業）として実施した埋蔵文化財発掘調査の概要報告書で

ある。

26　発掘調査は香芝市が事業主体となり、香芝市教育委員会事務局生涯学習課が実施した。

3◎　発掘調査に関する遺構や遺物の写真。図面等の調査記録、および出土遺物は香芝市二上山博

物館（奈良県香芝市藤山1丁目17番17号）で保管している。

4。本書に掲載した実測図の水準は海抜高であり、座標値は既刊行の『尼寺廃寺I』との整合性

のため旧座標値（国土地理院第Ⅳ座標系）による。

5。発掘調査作業及び遺物整理作業は安西工業㈱に委託した。

調査位置図

尼寺北廃寺

I　遺跡の環境

Ⅱ　遺跡の概要と既往の調査

Ⅲ　調査の概要

1．調査の目的

2　調査の概要と検出遺構

（1）Aトレンチ

（2）Bトレンチ

（3）Cトレンチ

（4）りトレンチ

（5）Eトレンチ

（6）Fトレンチ

3　出土遺物

（1）軒瓦

（2）鬼瓦

（3）増尾

（4）蝮羽瓦

（5）噂

（6）土師血

（7）杯蓋

V　まとめ
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第1図　調査位置図（S＝1／50，000）

平成17年度史跡尼寺廃寺跡史跡等・登録記念物保存修理事業に伴う調査地

遺跡名 調査次数 調　 査　 地　 番 調　 査　 期　 間 調査面積

尼寺北廃寺 第 24 次 尼寺 2 丁目68，72，69－1，69－2
平成 18 年 1月 10 日～

3 月 23 日
296 Id
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‡　遺跡の環魔

尼寺廃寺は奈良県香芝市尼寺の北部、王寺町との境に所在する飛鳥時代から白鳳時代に創建さ

れた南北2つに分かれる寺院跡である。周辺の遺跡をみると、まず、尼寺廃寺の南を流れる尼寺

用を隔てた丘陵の北斜面には5基からなる平野窯跡群がある。この窯跡群は厳密にほ乳～3号窯

が同じ丘陵にあり、4◎5号窯は且～3号窯がある丘陵から北東へ約翻nn隔てた、高い丘陵に存

在する。鼠号窯は須恵器を焼成した地下式の有段窯で、2砂3号窯も試掘調査で須恵器を焼成し

た窯であることが確認されたが、保存が決まったため本調査されなかった。4号窯も須恵器を焼

成した窯で、出土した須恵器から温号窯とほぼ同じか若干さかのぼる時期と考えられ℃お娠

且　⑳4号窯とも6世紀後半～7世紀初頭に操業したとされている。5号窯は瓦を焼成した窯で、

軒瓦は出土していないが位置的に尼寺廃寺に僕給されたと考えられている。この平野　～　号窯

がある同じ丘陵の商斜面には7健妃初頭からア健妃未にかけて造営されたと考えられる平野古墳

群がある。平野古墳群は　基からな、東から　号墳　牽塚古墳上　　昏　㊤　号墳　拍◎　号

壇は消滅）、壕穴山古墳で、壕穴山古墳の南側にもう且基存在したと考えられるが、すでに破壊

されており石室を構築していたと考えられる巨石が地元で「七ツ石」と呼ばれて付近に点在して

いる。　号境は一辺的謝nn、高さ的。那花の方墳と推定されていたが、平成温年度の測量調査で

つ什言＼ニ・1、男、工の－∴i年∵小　言、J／　′．∵′、、′・、′，・一、′．＿、一二′　、′、一、・∴二日∴　′′′．

∴Cリノ、豆十r　の　－千三つ了＼亘亘′．＼∴ノ′、ふ、′・．′、＿、′　　′ノ　　∴、）＼ノ　′　－．、：／＼′、：、さ′　　　∴一ノ　′

り、天井は2枚で架橋している。羨道は花崗岩の巨石を綻位にならべてお、石室の形態などか

ら　世紀前半に築造されたと考えられている。　音域は平成且　のほ年度の調査で直径約器m、高

さ約6。5mの閤壇で南に開持する横穴式石室が確認された。玄室◎羨道とも花崗岩の巨石を綻位

に立て、玄室奥壁は　石を横積みにして構築する。玄室は全面に凝灰岩の切石を敷　詰め、中央

部のみ士と凝灰岩の砕片で長方形に堅　突　固められた部分があ娠　この部分に棺を置いたと考

えられ、調査では棺を置いたと考えられる噂と棺の受海が出土している。　砂　号壇は昭和欝年

頃からの土取りで破壊された。しかし、3号壇は付近に散乱する凝灰岩の切石から小磯腰遼磯調

式石廓と考えられ、　号壇は花崗岩の石材があったらし齢が詳細は不明である。塚穴山古墳は一

二′∴ミ、、・∵号∴、lソ言．′、∴言∴′′．′・ゝ1、、′・言声．′、′　　ノ　′、ら　I・′．′′′　シ．・二、、′′．ユ′

から塔環私産や中空義　盛、鋼椀と推測される鋼製品の破片、そして、養紆棺の破片などが出土

している。石廓の形態は百済後期の王陵とされる扶余陵山里古墳群の東下塚古墳との類似性が指

摘されている。もう　基の古墳は地元に残された江戸時代後半に措かれたと考えられる　平野柑

絵図』に「岩屋」と記された石室状の構築物があり、付近に地元で「七ツ石」と呼ばれる巨石が

点在することから機先式石室が存在したと考えられるが詳雁は不明である。

この平野窯跡群と古墳群は同じ丘陵に造営されていることから密接な関係があると考えられ、

平野窯跡群で焼成された瓦が尼寺廃寺へ僕給された可能性が高いことから、尼寺廃寺の造営者が

窯と古墳群の造営に関わったと推測される。

次に、尼寺廃寺の北的。瓢Ⅲには片岡王寺　放光寺　がある。この地域では　っと　早く　傲
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妃前半に創建された寺院であり、「放光寺古今縁起」によれば、敏達天皇の第三皇女の片岡姫が

営んだ片間宮を寺に改めて片岡寺と称したことに始まる。明治謝年頃までは基壇が遺存しており、

南向きの四天王寺式伽藍配置と推定されている。調査で尼寺北廃寺の回廊所用瓦と同箔の均整唐

草紋断乎瓦が出土している。この片岡王寺の瓦を焼成した窯は片岡王寺の南東約8㈱mに位儲す

る薬井滝ノ北遺跡と考えられている。かつてこの付近で片岡王寺と同箔の軒瓦が採集され℃お酌

平成且5年度の調査では灰原が検出され長屋王邸跡と同箔の断乎瓦が出土している。

この薬井滝ノ北遺跡の西側には滝川が北流しているが、遺跡の北西あたりで尼寺廃寺の東側を

北流する葛下川と合流する。この薬井滝ノ北遺跡から滝川を約。蟻mさかのぼると下敷瓦窯跡が

あ、平成蟻年度の調査でこの付近から　長屋王邸跡と同箔の断乎瓦が出土している。さらに、

滝川を約2。2kmさかのぼった東側丘陵には敏達天皇の豊子である押坂彦Å太鬼豊子の墓とされる

牧野古墳が所在する。このことから、この地域一帯に敏達天皇系の王族が進出して新たことがう

かがえる。、

Ⅲ　遺跡の概要と既往の調査

尼寺廃寺は古くから尼寺の集落内で古代の瓦が多数出土し、現在机たるところで散見で　る

ことから寺院跡の存在が考えられてきた。しかし海　礎石が残る基壇が南北約渕Ⅲ隔てて存在す

′、〆きく、一　・′∴′′だ′三′∴　ハ・千　十？リ・、′㍉∴′て‥　一′一一・′つ　ノ　、′′．′　ノー　二、／′、′　′・二．　ノ　′・′チ

えられてきた。

一二一，　∴・男ノ∴、∴Jくし　悠　、′‥：つ、、ソノノ　′シ．・′・′′．　一　‥′′、・ノ二　ノ　′リ　ノ㍉一　ノて′て　′．′・・′て；　′　言　　‥′′′

露出していた。この土壌を中心に多数の瓦が分布しており何らかの堂字の基壇であった紺能性が

考えられていた。

－一方、南の地域は役行者をまつる薬師堂に礎石が数個残っており、地元でドヤマ（堂山）とよ

ばれていることから、ここ　何らかの堂字の基壇と考えられて　た。このドヤマの酋約渕Ⅲにあ

る般若院の境内では軒瓦を含む太畳の瓦が散乱している状態であった。しかし、ドヤマと般若院

の位置関係から一つの伽藍を想定するには無理があり、その関係解明も太きな課題であった。ま

た、般若院の商釣棚mの丘陵上にある厨禰社境内の北斜蘭には登億の断蘭が露出して折る。

そこで、実態不明な寺院跡を解明するため、平成　年度から　年度までお縮こ国庫◎県費補助

事業による範囲確認調査を継続して実施した。平成3年度は北の地域で礎石が残る基壇の西側を

調査七、基壇の西端を検出するとともに初めて回廊と考えられる遺構が確認された。そして、平

成6年度には基壇の北約且のmの畑地を調査し、焼け落ちた状態で南北にのぴる瓦の堆積と商落ち

が検出された。これにより、南の基壇がほぼ正方形であることから塔捗と考えられ、検出した商

落ちからこの建物が南北棟の可能性が高く金堂と推測されることから東向きの法隆寺式伽藍配置

ざ′：六、二、／∴完　‾）、′二一・一jだ　ふ．に、・′っt　′；・－′∴．二二六．一・・、∴ノーゝi′．、′　′‘つ∴．′、J．人、＿′　′’′＿一、1、′／

跡と確認するとともに、現存するものとしでは日本最太の心礎が検出され、その桂座から落環は

点や水晶玉4点などの舎利荘厳具が出土し、さらに、塔基壇構築法がはっきりするなど多太な成

果があった。この塔跡の調査以降鴇　尼寺廃寺の重要性が指摘されるようになり、保存へ向けでの

範囲確認調査が急がれることになった。その後、平成9年度にはこれまで未確認であった東商回

廊と寺域の南限を画すと考えられる築地状の遺構を検出し、東限について　地業を検出したこと
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からほぼ寺城と東向きの法隆寺式伽藍配置であったことが確認された。しかし、中門が未確認で

あることなどの理由から保存策が進まなかったため、平成12年度には東面北回廊が中門にとりつ

くと推定される位置で個人住宅の建替えが計画された。そのため、事前に発掘調査を実施したと

ころ、ほぼ推定通りの位置で回廊幅より広い版築（基壇）が検出されたことから中門と推測され、

これにより東向きの法隆寺式伽藍配置が確定した。

一方、南の地域では平成13年度の調査でドヤマの東側から斑鳩寺の創建瓦の1つである軒平瓦

（斑鳩寺213B）や箔傷の少ない坂田寺式軒丸瓦が出土するなど、北廃寺より創建がさかのぼる可

能性のある遺物が出土した。そして、平成14年度にはドヤマを調査し、焼失した痕跡を検出した。

さらに、平成14・15年度には般若院境内を調査して東西方向にならぶ2つの基壇を検出した。こ

の基壇の規模と周辺の地形等から南向きの法隆寺式伽藍配置であったと考えられ、般若院を中心

に伽藍が存在したことが判明した。しかし、ドヤマとの関係は不明のままであるが、ドヤマの東

側で斑鳩寺の瓦が出土していることから、般若院に先行する堂字であったと推測される。そして、

平成16年度には基壇が検出された般若院の北西において個人住宅が計画され、また、般若院の南

東においても範囲確認調査として寺域確認のため調査した。しかし、回廊や築地など寺城を画す

る施設は検出されなかった。なお、これまで般若院周辺においては個人住宅建築等に伴う小規模

第2図　トレンチ位置図
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1盛土（コンクリート塊含む）
2　黒褐色土
3　黒色粘質土（灰色粘質土ブロック含む）
4　にぷい黄色粘質土（灰色粘質土との互層）
5　灰色砂質土
6　灰色砂質土（黄褐色砂質土ブロック含む）
7　灰色砂質土（灰褐色砂質土ブロックを多量に含む）

第3図　Aトレンチ実測図

8　黄灰色砂貿土（灰黄色灰黄色粘質土ブロックを少量含む）15にぷい黄橙色粘土（地山）
9　にぷい黄橙色砂質土（遺物含む）
10　黒色土（耕作土）
11にぷい黄橙色粘質土
12灰白色粘質土
13　にぷい黄橙色砂質土
14灰黄色粘質土

第4図　SK－01断面図

23灰色砂質土
16　明緑灰色粘質シルト（浅黄色粘質シルトとの互層：　24灰色砂質土（マンガン含む）
17　灰黄色砂質土（遺物含む）
18　にぷい黄橙色砂質土
19灰黄褐色砂質土
20　にぷい黄橙色砂質土（マンガン多量に含む）
21灰色砂質土（黄橙色砂質土ブロック含む）
22　灰色砂質土

25　褐灰色砂質土
26灰黄色砂質土

F第5図　礎石土坑断面図



な調査や範囲確認調査も実施してきたが、般若院境内とドヤマ以外は寺院に関係する遺構は検出

されていない。また、これまで地割から回廊や築地の存在が推定される位置を重点的に調査して

たに　かかわらず、出土した瓦の最は調査面積に対して少ない。このことから、回廊が存在し

なかった可能性が高、簡易な塀で音域を画していたのかも知れない。また、伽藍推定地の東か

ら南東においては、民間の開発事業に伴って太規模な調査を実施している。その結果、多数の掘

立柱建物跡や井戸などが検出された。これらの遺構は商遺跡の寺院を造営した集団、あるいは寺

院に関連する集団の建物群等の可能性が想定されている。

Ⅲ　調査の概要

温　調査の厨的

今脚の調査は史跡尼寺廃寺跡の整備事業に向けてのデータを得ることを目的に実施した。平成

膵年且摘8目付けで現状変更等許可申請書を提出し、平成膵年は月臓目付けで許可された　拍登

庁財第4の温332号）。調査は北面脚廊北側など未確認の部分を中心に　レンチを設定した。

調査区は北面紺廊北側から寺域北限までの南北約割mの空間における遺構の有無、北面回廊北

側、および金堂東側、そして淘　寺域北限の施設（築地）を確認するためトレンチを設定した。

2　調査の概要と検出遺構

O A　レンチ　第　回）

この調査区は北面回廊北側に設定した。北面回廊から寺域北限推定地まで南北約2のmの空間が

あり、未確認の講堂の存在が想定される位置である。

′　′．（‘心∴′′／。・′圭　ノ′、　／／ノ‾シノ　ー∴：上ご′・‾　＿．f、ン∴バー了∴シ　　ラノ、ノ∴　二言‾了；′て．∴√、

北面回廊と音域北限推定地のほぼ中央に幅5m、東商胡血のトレンチを設定した。設定したトレ

ンチ内には隣地との境界にコンクリー　製の擁壁が残っていたことから重機で表土　盛土　及び

第　層（旧蹄作丑）まで掘削し、遺物が出土する第3層以下についてはトレンチ北側で排水のた

めの側溝を掘削しながら壁面で遺物や土層の堆積状況を確認しつつÅカで平面を掘り下げた。

その結果、調査地西側では住宅を建築する際の基礎工事のため旧耕作土を一部除去して約の。8

一．、二‾　′・．了尋言、′′．ユ∴′．′く‾ソ二言ィ、二、．′∴∴∫　′∴か一言し′　∵㍉工、∴与〕ノ、∫言．、．∴：、、‘よ十ふ∴

されていた。しかし、撹乱土を除去すると素掘小藩や寺院造営時の整地土が検出されたことから、

藩紛小藩の時期にはすでに削平されていたと考えられる。また、寺院造営時の整地士は瓦を含む

粘質までトレンチ西端から約2mの位置から堆積しており、この位置はすでに平成9年度の調査

かレンチのレベルから約。Ⅲ低いことから、旧地形　段差があった可能性が考えられる。

トレンチ西端では平成9年度に掘削したトレンチの両側で瓦堆積を検出した。そして＼］トレン

チのほぼ全面で東西および南北方向に走る素掘小藩、そして、ビット数基、トレンチ東側で閤形

の土塊と礎石五個を検出した。

土塊（SK…の且）は南北約2。且5m鴇　東西約2。3m淘　深さは約且。2mのすり鉢状を皇し、軒瓦を含む

瓦片や最大でÅ頭太の石などが出土した。

礎石は悲蟻mXの。8mで、南南西から北北西の方向に且。25mX且や6m、深さ約の。55mの掘り方が検

出された。しかし、土坑を断ち割りして断面を観察したが㍉据えたというよりも落とし込んだ状

況であった。なお、礎石の中心からトレンチ北端まで3。4m∴嵐端ま笠閲血あることから、もし

－　4　－



仮に建物の礎石として据えられたとすれば、偽の礎石や抜き取り穴が検出されるはずであるが、

まった　その痕跡がなかった。また、礎石の中心から北面回廊北端までは約。mであることから海

蝕の礎石が　レンチ外に存在するとすれば柱間が　mをこえることになり鴇　そうなれば北海回廊
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l　黒褐色粘質土（表土）
ご　損乱上ロンクリートノ’’ロ、ソク撤去理巨

3　明黄褐色砂質土（盛土）

4　暗灰色粘質土（耕作土）

5　撹乱上しコンクリートゾロ、ソ午杜礎刊日日
6　明黄褐色士

7　褐灰色砂質上（シルト混じ巾

8　褐灰色砂質土粘土もシル混じ射

り　朝出天色シルト（紺砂・小礫fj・虻年）

Ⅲ　灰色砂質シルトいト礫混じ巾

H　灰黄色シルト（租砂混じり）
12　淡黄色シルト

13　オリーブ黄色砂磐士シル混じ鋸

冨溌禁讐芸票。ツク撤去埋土）
3　撹乱土（電柱掘方）

4　明黄褐色砂質士（盛土）

5　暗灰色粘質士（耕作土）

6　褐灰色砂質土（シルト混じり）

7　明黄褐色粘質土

8　灰色砂質士（シルト混じり）

9　ノ灰色砂質土（粘土0シルト混じり）

10　褐灰色粘質土（凝砂0シルト混じり）

11甚橙粘質上潮待少・シルト混じり）

12　褐灰色土（載砂eシルト混じり）

lこう　明姑掲色上潮i巨粗砂・小礫混じり）

1・l　明黄褐色上し小礫・シルト混じ申

15　明黄褐色粘質十湖1砂混じ申

ユ6　黄橙色粘質土（地山j



（3）Cトレンチ（第7図）

このトレンチも北面回廊北端を検出するため、回廊北西隅から約20m東の位置に東西4m、南

北5mのトレンチを設定した。このトレンチにおいてもトレンチ北端から約1mの位置で北面回

廊北端とトレンチのほぼ中央で礎石が検出されるはずであった。しかし、Bトレンチと同じで整

地土を除去した時点で地山となり、整地土中においてもほとんど瓦が出土しなかった。レベルは

Bトレンチとほぼ同じであった。したがって、このトレンチにおいてもすでに遺構が削平された

と考えられる。

（4）Dトレンチ（第8図）

金堂東端を確認するため東西8m、南北5mのトレンチを設定した。このトレンチを設定する

にあたっては、平成8年度において金堂北東部分を調査して北側雨落ちとトレンチ南側で旧地表

面から直接版築された基壇土を検出していることから、このトレンチに一部重複させてトレンチ

を設定し、版築土の広がりも同時に確認することにした。なお、平成6年度の調査で金堂南東部

分を調査したが、雨落ち等は撹乱のために検出できなかった。しかし、一段低くなる部分があっ

たことから金堂の東西幅を14．8mと推定していた。

まず、トレンチ北西隅部分を掘削して平成8年度のトレンチを再発掘し、そのトレンチの南壁

面にみえる版築土の広がりを確認しながら掘削した。その結果、版築土はトレンチ西側ではほぼ

全面にわたって検出された。そして、トレンチ南側で側溝を掘削して堆積を確認したところ、ト

レンチ西端から4．6mの位置で幅約0．6mにわたってバラスの堆積が確認された。そこで、トレン

チの平面でバラスを慎重に検出したところ、トレンチ南端から約3．2m続いていた。このバラス

については西側と北側で検出したものと同じであることから、これが金堂東側の雨落ちであるこ
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第8図　Dトレンチ実測図
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5　黄褐色粘質土（瓦片含む）
6　暗褐色粘質土（炭・焼土含む）
7　黄褐色土（炭・瓦片含む）
8　黄褐色粘質土（瓦片含む）
9　黄褐色砂質土（瓦片・焼土・壁

土含む）
10　褐色粘質土

11明黄褐色砂質土
12　にぷい黄褐色粘質土（租砂混じ

り、基埴土）
13　にぷい黄褐色粘質土（租砂混じ

り、基埴土）
14　にぷい黄褐色粘質土（租砂・白

色粘土混じり、基埴土）
15　明黄褐色粘質土（租砂・小粒の

砂礫混じり、基埴土）
16　にぷい黄褐色粘質土
17　黄褐色土（旧表土）

】l11灰黄褐色粘質土
㌫　2　黄褐色粘質土
思　3　灰黄褐色砂粘質土
∞　　4　褐色土（瓦片含む）
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とは確実であろう。この結果、西側雨落ちとの距離は14．7mであることから、ほぼ当初の推定通

りの数値となり金堂が南北棟であったことが追認された。しかし、基壇外装は検出されなかった。

このバラスに混じって川原寺式に分類される複弁8弁蓮華紋軒丸瓦の破片が出土した。この軒丸

瓦は焼け落ちた状態と言うより明らかに雨落ちとして敷き詰められていた。したがって、この雨

落ちは創建当初のものではなく改修に伴うものと考えられる。

なお、雨落ちの西約10～30cmのところで土師皿が3点以上出土した（第12図5～7）。この位

置は基壇外装が凝灰岩の壇上積であったとすれば延石が据えられるところである。地鏡であれば

ピットに埋納されると考えられるがその痕跡はまったくなかった。したがって、この時期に金堂

が焼失した可能性が高いと考えられる。

（5）Eトレンチ（第9図）

寺域北限の施設を確認するため、2mX4mのトレンチを南北方向に設定した。その結果、ト

レンチ北端から幅約0．4m、高さ約0．2mの高まりが検出され、その南側で東西方向に幅約1．2mの

溝が検出された。この溝からはNKHlOに相当する均整唐草紋軒平瓦1点を含む瓦片のほか土師

器片等の遺物が出土した。この状況から北端で検出した高まりが築地の南端と考えられ、築地に

茸かれていた瓦が溝に落下したと推測される。

蚤

Il11灰色粘質土（耕作土）
㌫　2　灰色粘質土（租砂・小粒の礫混じり）

監　3　灰オリ‾プ色粘質土
麻　　4　灰褐色粘質土

山　5　灰黄褐色粘質土（小粒の礫混じり・遺物含む）
6　明黄褐色粘質上

Y＝－27197　Y＝－27195

第9図　Eトレンチ実測図

（6）Fトレンチ（第10図）

Eトレンチ北端で検出した高まりと溝の続きを確認するため、Eトレンチから西へ3mの位置

で2mX4mのトレンチを南北方向に設定した。その結果、トレンチ北端で幅0．1～0．3mにわた

って高まりが検出され、その南側で幅0．8－1．6mの溝が検出された。そして、この溝の南側で撹

乱と考えられる不整形な落込みが検出された。この溝や落込みからはNKM2に相当する川原寺

式に分類される複弁蓮華紋軒丸瓦、NKH7に相当する偏行唐草紋軒平瓦、そして、NKH4に

相当する型押しの重郭紋軒平瓦が1点ずつ、さらに、瓦当が剥離しているがNKM12に相当する

と考えられる三重圏紋軒丸瓦2点を含む軒瓦のほか須恵器片や土師器片、黒色土器片等の遺物が

出土した。
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㌫　　2　灰色粘質土（租砂・小粒の礫混じり）

監　　3　灰褐色粘質土（小粒の礫混じり）
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第10図　Fトレンチ実測図

3　出土遺物（第11・12図）

（1）軒瓦（第11図1～16）

1～4は中房に1＋7＋13の蓮子を配す川原寺式に分類される複弁蓮華紋軒丸瓦でNKM3に

相当する。1・3はAトレンチのSK－01から、2・4はAトレンチ西端から出土した。

5・6も川原寺式に分類される複弁蓮華紋軒丸瓦でNKM4に相当し、中房の蓮子が1＋7＋

12で1～4に比べ蓮弁が平坦である。5はAトレンチのSK－01から、6はAトレンチ西端から

出土した。その他、Dトレンチの金堂東側雨落ちから1点、そして、雨落ちのバラスに混じって

1点出土している。ただし、雨落ちのバラスに混じって出土したものは、取り上げに際して遺構

を破壊しなければならなかったことからそのまま埋め戻した。

7は中房に1＋5＋9の蓮子を配す複弁蓮華紋軒丸瓦で、6276型式G種に分類されNKM5に

相当する。Aトレンチの整地土から出土した。

8は中房に1＋8の蓮子を配す単弁12弁蓮華紋軒丸瓦でNKM6に相当する。Aトレンチの整

地土から出土した。

9は破片であるが中房に1＋8の蓮子を配す単弁16弁蓮華紋軒丸瓦でNKM8に相当する。こ

れもAトレンチの整地土から出土した。

10は中心に1点の珠点を配す三重圏紋軒丸瓦でNKM12に相当する。Dトレンチの金堂東側か

ら焼け落ちた状態で出土した。

11は右巻きの三巴紋軒丸瓦でNKM21に相当する。Aトレンチの整地土から出土した。

12は型押しの重郭紋軒平瓦でNKH4に相当する。AトレンチのSK－01から出土した。

13・14は珠放線の均整唐草紋軒平瓦でNKH9に相当する。この瓦の凸面には瓦当から約8

cmの位置に未練が残り、瓦当の左右側面および瓦当にも側面から約3cmの位置までベンガラが

付着している。13はAトレンチのSK－01から、14はAトレンチの整地土から出土した。

15・16も珠放線の均整唐草紋軒平瓦でNKHlOに相当する。AトレンチのSK－01から出土し

た。なお、Eトレンチからも1点出土している。
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（2）鬼瓦（第11図17）

Dトレンチの金堂東側の雨落ちから出土した。南都七大寺式に分類され、大安寺などから出土

しているⅣ式に類似している。厚さ約3．5cmで珠紋を約1．2～1．5cmの間隔で配し、残存長は

12．0cm、灰白色を里し焼成は堅級である。塔基壇西側における第1次調査で1点出土しているの

みで、これで2点目となる。

（3）鳩尾（第12図1）

AトレンチのSK－01から出土した。基底部の破片で厚さ約5cm、外面はヘラナデにより調

整され、内面は同心円の叩き、底部にはワラ座状庄痕が残る。平成7年度に塔基壇堆積土から出

土した破片と同じで鵡尾1にあたる。
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（4）蝮羽瓦（第12図2）

AトレンチのSK－01から2点出土した。平瓦は一枚作りで凸面を縄叩きしたあとへラでL字

の段を削り出している。段は狭端側から広端側に向かって20．5cm、幅約8cmで段差は0．7～

1．5cmを測る。瓦当は第11図13と同じ紋様が施放されていたと考えられ、瓦当を手前にして凸面

を上にした状態で見ると2点とも右に落ちている。

これまで6点出土しており、左に落ちるものと右に落ちるものがそれぞれ3点ずつであった。

ご‾‾＿＿：二ここ；

‾、て‾：二二

l㍉二二。二

第12図　第24次調査出土瓦（S＝1／4）
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調査前（南西から）

トレンチ西端瓦検出状況（北から）

同（北東から）
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トレンチ西端杯蓋出土状況

（北西から）

トレンチ中央部整地土の状況

（南西から）

同（北西から）



トレンチ全景（東から）
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SK－01検出状況（南から）

同断両（南から）

同完掘状況（南から）



礎石土坑検出状況（南西から）

同断面（西から）

同断面近景（西から）
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トレンチ全景（東から）



トレンチ全景（西から）

同近景（東から）
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調査前（東から）

基壇土検出状況（東から）

基壇土堆積状況（北東から）



トレンチ全景（東から）

同（北東から）

雨落ちの状況（北から）
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雨落ち近景（北から）

三重圏絞軒丸瓦出土状況

（北から）

土師皿出土状況（北から）



トレンチ全景（東から）

同（北東から）

雨落ち内軒丸瓦出土状況

（東から）
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トレンチ全景（西から）

トレンチ北側の状況（西から）

同完掘状況（南西から）



トレンチ全景（南から）

同完掘状況（南から）

トレンチ北側の状況

（南西から）
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瓦

複弁8弁蓮華紋軒丸瓦（第11図1）

複弁8弁蓮華紋軒丸瓦（第11図5）

単弁12弁蓮華紋軒丸瓦（第11図8）

複弁8弁蓮華紋軒丸瓦（第11図2）

複弁8弁蓮華紋軒丸瓦（第11図7）

巴紋軒丸瓦（第11図11）
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所収遺跡名
種 別 序 な時代巨 な遺構 主な遺物 i　 特　 記　 事　 項

飛鳥時代 金骨東側雨 九、須恵器、　金骨東側の雨落ちが検出され、金骨の東西幅が

尼寺北廃寺
寺繍 雷雲芸莞 落ち、ピッ 工師器、黒色　 確定した．また、北面回廊北側は撹乱によって

ト、上境、土器、瓦器 遺構が検出きれなかったが、寺域北限推定地に

素据小藩 おいて北面築地の可能性がある遺構を検出した．

要　　　　約

金堂東側の雨落ちが検出されたことにより、金堂の束l御船がト持11了亡あったことが確認され、南北

棟であ〆〕たことが追認された、－、また、北面回廊北側の講堂推定地は撹乱によって遺構が検出されな

かった、しかし、、捗射ヒ根推定地で築地状の遺構が検出されたことにより、ほぼ推定通りの位im二

築地が存在すると考えられる。
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